
 

奈良県立美術館 アート体験ワークショップ 

さわって楽しむ“おそとねこ”を作ってみよう！ 

開催中のギャラリー企画「奈良ゆかりの現代作家展 ふれる光 三輪途道」で「おそと

ねこ」をテーマにした作品を鑑賞したのちに、真っ白な“ねこだるま”をキャンバスに、

色紙やファー、モール、ボタンなどをつけて、自分だけのさわってたのしむ「おそとね

こ」を作ります。講師は全盲の彫刻家の三輪途道さんです。 

 日時 2026 年７月２６日（日） 

１３：００～１６：００（12：45 開場） 

会場 レクチャールーム 

対象 小学生とそのきょうだい 

（未就学児は保護者同伴） 

参加費 ５００円（当日、 

現金でお支払いください） 

定員 ２０名（事前申込制・先着順） 

※美術館ホームページからお申込みください 

講師 三輪途道(彫刻家)、秋本真由美(株式会社ジンズ) 

※汚れても良い洋服でお越しください 

※保護者には見学席を用意しています 

 

     

 
問い合わせ：奈良県立美術館 

〒630-8213 奈良市登大路町 10－6 Tel: 0742-23-3968 

Fax: 0742-22-7032 E-mail: narakenmuseum@office.pref.nara.lg.jp 

 

小学生対象 

講師紹介：三輪途道(彫刻家) 

1966年群馬県に生まれ、1994年東

京藝術大学大学院美術研究科保存修

復技術専攻修了。修了制作では東大寺

俊乗堂重源上人像を模刻し、東大寺に

寄贈。病気のため、50 代前半に全盲と

なり、最近は粘土を使って手の感覚だ

けで作品を制作し、「ふれて鑑賞する」

展覧会を開催。近年では「見えなくなっ

ても美術館に行きたい」という思いを

実現するために一般社団法人メノキを

立ち上げ、視覚障害のある人とアート

をつなぐ活動をしている。 
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